平成２１年５月
一般社団法人神戸市ケアマネジャー連絡会
入院・退院等における連携シートの使用上の留意点について

入院・退院等における連携シートの様式に関しては、神戸市ＣＭ連絡会版です。

　今後、神戸市内の関係団体等とも連携して、利用者を支援するためのより良いツールのひとつとなるように努めていきたいと考えております。
　以下の留意事項をご確認の上、医療関係機関と円滑に連携がとれるようにご利用下さい。

【留意事項】
①今回の介護報酬改定に伴い、ケアマネジャーと医療機関の連携において加算が創設されましたが、厚生労働省や兵庫県・神戸市から医療関係者側へは直接周知はされておりませんので、使用するにあたり事前に必ず主旨を説明してご利用ください。
②原則として、ケアマネジャーが情報を提供または情報収集して記入し、記録保管、加算を算定するものです。（医療機関側がこの連携シートに記入しないといけない義務はありません。医療機関側が情報提供のために記入することを妨げるものでもありません。）
③今後、地域において医療機関と連携が進んでいけば、医療関係者等から連携シートを活用して情報をいただけるようになる可能性がありますので、日頃から主治医やＭＳＷ等との連携を密にして、お互いが顔の見える関係を作ることに努めていきましょう。

※連携シートを利用して情報をいただけるか否かはケアマネジャーからの働きかけ如何によるところが大きいものです。各区においても医師会の先生方やＭＳＷの皆さんとと積極的な連携をお願い致します。
④退院時に連携シートの代わりに「看護サマリ」等の引継ぎ書類をいただける場合がありますので、その場合は重複する情報は「看護サマリ」を活用し、その他の情報についてケアマネジャーが聞き取りをして記入して保管してください。

⑤連携シートは加算を算定することが目的ではなく、利用者の入退院時において医療と介護の連携が円滑にいくことを促すためのものです。
この留意事項を確認の上、運用方法などは厚生労働省から発出される「介護保険最新情報・平成２１年４月改定関係Ｑ＆Ａ」等を読んだ上でご活用ください。
⑥個人情報が記載されておりますので、取り扱いにはくれぐれもご注意ください。
いずれの連携シートも個人情報のため、ＦＡＸは原則的に禁止です。但し、入院時の連携シートについては、医療機関側よりＦＡＸでの情報提供の希望があれば可能です。但し、医療機関へＦＡＸする場合でも、個人が特定できる情報の掲載は厳禁です。医療機関側へ電話連絡をしてから発信してください。
※名前（本人・主介護者・緊急連絡先・担当医）は記入せず、イニシャル等で記入するか空欄で送信し、のちほど電話で伝えて下さい。

⑦退院時の連携シートについては、介護支援専門員が病院、診療所、地域密着型介護老人福祉施設又は介護保険施設の職員と面談を行い、適切なケアプランの作成に資するために、利用者に関する必要な情報の提供を得るためのものです。

したがって、連携シートについては、上記の趣旨を踏まえ、介護支援専門員が記入することを前提としているが、当該利用者の必要な情報を把握している病院等の職員が記入することを妨げるものではない。
⑧退院時の連携シートについては、必ず入院先の医療機関へ訪問して、カンファレンス等に参加する等、医療機関等の職員と面談等をおこない情報を収集してください。

ただし、利用者の事情等により、退院が延長した場合については、利用者の状態の変化が考えられるため、必要に応じて再度医療機関等の職員と面談等をおこない、直近の情報を収集してください。なお、利用者の状態に変化がないことを医療機関等の職員に電話等で確認した場合は、あらためて面談等をする必要はありません。










この入院および退院の連携シートの内容は、関係者の皆様よりご意見をいただき、追加・修正しておりますが、今後も必要に応じて項目の見直しをしてまいりますので、事務局までご意見・ご要望をお寄せ願います。ご不明な点は、事務局までお問い合わせ願います。折り返し、担当者よりご連絡させていただきます。
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